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3 口腔腫癌切除後インプラント治療による機能

再建

星名 秀行 ･山m -穂 ･勝見 祐 二

小川 信 ･魚島 勝美 ･永田 昌毅*

池闇 順行*･嵐山 貴徳*･高木 律男*

新潟大学医商学総合病院インプラ

ント治療部

新潟大学大学院医歯学総合研究科

顎顔面口腔外科学分野*

口腔魔癌 切除後の再建顎骨 に対 しインプ ラン

ト治療 による機能再建を施 行 したので検討 し報

告す る.対象症例 は悪性腫疲 7例,良性腫癌 7例

の計 14例,異性 5名,射 隼9名,-i綱 領ま17歳 -

75歳で ある.診断 はV顎歯肉扇 乎 上皮癌 が多 く,

良性肢痛ではエナ メル上皮腫が多かった.矧徐範

囲は下顎辺縁 切除 4例,ド顎区域 切除以 LIO例

であった.放射線療法は3例に行った.再建は1

次再建 として金属 プレー トと皮弁が多く,2次再

建 として悪性魔境では購骨皮弁が多く,良性魔境

では腸骨,那骨,骨延長が施行された.口蓋粘膜

や皮 膚 移 植も行われていた.インプラン トは

StTaumannが8例,Branemarkが6例で,本数は

1本から4本,平均2,8本が埋入された,上部構

造は義歯 8例,ブリッジ6例で,インプラントの

残存率は97.4%であった.眼噛機能は暁度表

仙 本),唱噛状態 油 下)で評価し,良好 13例,

ほぼ良好 1例と患者の満足が得られた.
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舌癌 は 50-70歳代の 中高年者に多く発生する

那,近年若年者も増加傾向にある.今桓帽 ,30歳

未満の舌扇平上皮癌 12名を対象に臨床および病

理組織学的所見,治療法,転噺 こついて検討した.

検討項目は,喫煙,飲酒,発育様式,分化度,治療

法,頚部転移の有無,転帰である.

喫煙歴は3名,飲酒歴は4名で,2親等以内の

がん曜患者は4名であった.発育様式では,表在

および酒癌硬結型が2名,外向および内向型が4

名であった.T分類では,T1 4名,T2 6名,T4

が2名,分化度ではG1 7名,G2が5名であっ

た.初回治療法では,外科単独が10名,放射線化

学併用療法と外科放射線化学併用療法がそれぞ

れ1名であった.頚部転移は後発転移4名を含め

た5名であった.若年者舌癌の治療法はそれぞれ

の利点,欠点を十分に説明し選択すべきで,特に

放射線治療の晩発性障害や化学療法の性腺障害

について配慮する必要がある.5年生存率は92%

と良好だった.

5 喉頭声門癌再発症例に対 してSCIJ-Cl-1EP

を行った2例
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SCL-CHEF(Supracricoidlaryngectomywith

ericohyoidepigllotto-pexy)は喉頭声門癌に対す

る機能温存手術である.一般的なメリットは音声
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機能の温存,自然気道の保存,社会復堀可能 な樵

下機能 の維持,安定 した腺癌制御 があげ られ る.

当科では,本術式が甲状軟骨 とともに披裂部を除

いた軟部組織すなわち両側声帯,仮声帯,声帯傍

囲を持ちながら,前述の機能温存を担保すること

から,喉頭垂直部分切除と喉頭全橘の中間に位置

付けられる手術と認識 している.今回われわれ

は,喉頭声門癌TlaNOMO照射後再発 rrr2症例,

喉頭声門癌TlbNOMO照射後再発rT2症例の2例

に本術式を適応した.術式の詳細と周術期の経過

を若干の文献的考察を加えて報告する.

6 進行再発頭頂部癌症例におけるTS-1療法の

検討
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進行頭頚部癌治療では癌の根治と機能温存の

両立が重要である.これまで多くの集学的治療が

考えられてきたが,再発予防を目的とした維持化

学療法のコンセンサスは得られていない.また,

手術,放射線治療などの積極的治療が適応外とな
るような再発症例では,QOL維持を目的に継続

性の高い化学療法が重要である.当科では,経口

抗癌剤'IS-1を,その抗腺癌効果と安全性を理由

に,根治治療後の維持化学療法,再発救済治療の

---一つとして提案している.2008年 4月から2010

年4月までにTS-1治療を行った進行頭頚部癌

症例 23例 (新鮮 13例,再発 10例)を検討した,

病理型は扇乎上皮癌21例,耳下腺腺様嚢胞癌 1

例,耳下腺導管癌1例であった.投与方法は2週

投薬,1週休薬を1サイクル,投与期間は新鮮例

は1年間,再発例は経過に応じて決定した.全症

例の治療効果,継続性,QOL維持の貢献度につい

て検討する.
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Ⅰ期 Ⅲ期声門癌の治療成績は一般に良好であ

るが,再発,転移をきたし予後不良となるものも

ある,そこで,自験例をもとに治療上の問題点を

検討した.

対象は 1999年 1円から10年間に県立中央病

院を受診した喉頭扇平上皮癌127例のうち,根治

1次治療を施行し1年以上経過観察可能であった

Ⅰ期 Ⅲ斯声門癌 85例である.年齢は34-86

(平均 65.7)遺言性別は男性 80例,女性 5例,

SぬgeはⅠ期62例,訂斯23例,観察期間は8-

122(中央値 66)か胃である. 疾患特異的5年生

存率はⅠ期 98.4%,Ⅲ期 92.9%であった.再発

転移症例は9例で,うち原発再発例が7例,遠隔

転移例が2例であり,再発,転移までの期間は3

-33(中央値 8)か月であった.原発再発7例の

うち6例は救済手術可能で,残り1例は手術不能

であった.救済手術症例 6例のうち3例が再々発

し,いずれも再救済手術にて制御できた.喉頭温

存は4例でできなかった 再発転移症例を対象に

考察を加え登告する.
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頭頚部癌治療における究極の命題は,癌腫の根

治と機能温存の両立である.頭頚部の機能は,眼

噛,嘆下,発声,呼吸と多彩であり,いったん障

害を受けた場合の日常生活への影響は深刻であ

ら.そのなかでも,音声機能は入間の基本的なコ

ミュニケーションツ-ルであるため,喉頭癌の治

療戦略を考える場合は,治療後の発声機能にまで

心を砕いて初めて治療は完結すると言える.

当院では演者が赴任した2007年から,進行再


